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２ 主題設定の理由

Ⅰ 研究の概要

４

広報誌「数字で見る十勝の教育」アンケートより
「デジタル化が急速に進む中で、どのような力をつけることが必要と感じているか」



Ⅰ 研究の概要

５

２ 主題設定の理由 アンケート結果のテキストマイニング・記述内容のAI要約より

ＩＣＴの活用は重要だが、一方で教師の指導力
や保護者の理解、情報モラルの教育など、課題も
多い。子どもたちの視力低下や健康への影響、情
報の信頼性や適切な使い方の指導、機器の更新や
トラブルへの対応などに不安がある。…中略…Ｉ
ＣＴの活用はバランスが重要であり、情報モラル
やモラル教育の重要性も強調されている。…



Ⅰ 研究の概要
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２ 主題設定の理由 デジタル世界の特性



３ 研究の仮説
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３ 研究１年次の構造図
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１ 研究の視点
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１ 研究の視点
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１ 今年度の研究協力校
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Ⅱ 授業実践の紹介



２ 研究の内容
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２ 研究の内容
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Ⅱ 授業実践の紹介



４ 小学校授業実践 行動の選択肢の議論におけるアクティビティ
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Ⅱ 授業実践の紹介



３ 検証方法
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Ⅲ 研究の成果と課題



５ 研究内容の検証
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Ⅲ 研究の成果と課題

思っていたより気を付けなければいけないことがたくさんあるなと思いました。

ふだん友達と話すときも相手のことを考えて伝えたいです。

インターネットだけではなく、ふだんの生活でも
相手に失礼にならないように言葉を伝えたり気を付けて話したりしたいです。



５ 研究内容の検証
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Ⅲ 研究の成果と課題



５ 研究内容の検証
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Ⅲ 研究の成果と課題



６ 中学校授業実践 行動の選択肢の議論におけるアクティビティ
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Ⅱ 授業実践の紹介



７ 研究内容の検証
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Ⅲ 研究の成果と課題

ほかの人の発言が自分にとってはこんな感じ方をするとか、また別の人はこんな

感じ方をするとか、受け取り方がいろいろと違うことが分かったので、
相手を想った返信をするのが大事だと思いました。

自分は平気と思って使っている言葉もほかの人からしたら嫌かもしれないから、

ほかの人のことを考えないと自分の思った通りに伝わらないなと
思いました。



５ 研究内容の検証
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Ⅲ 研究の成果と課題



５ 研究内容の検証
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Ⅲ 研究の成果と課題



29

十勝教育研究所
協力員研究



３ 研究1年次の成果
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Ⅲ 研究の成果と課題

他教科の学習や休み時間、
学校行事等で学習したこと
を意識して過ごす姿が
見られた。

日常へ生かす

実態に合わせた題材の設定

事前アンケート

様々な意見や情報を踏まえ、
自分だったらどのような行動
をするか意思決定をする学習
展開

意思決定



３ 研究1年次の課題
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Ⅲ 研究の成果と課題

教科横断的・長期的視点 社会全体への影響も

系統性のある指導の計画
より広い視点で考える

題材の設定
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Ⅳ 協議について
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Ⅳ 協議について


